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取組の概要と成果 、独自性：

①バリ島研修（2023年）

②JSI、野村アセット株式会社との共同セミナー

③統合報告書学生レビュー

④ゼミナール募集時の学生の活躍

三和ゼミナールの紹介

解決を目指す社会課題：サステナブルファイナンスの

人材育成

国際的優位性と 東京都の取組との親和性

取組の社会的インパクトとその影響範囲

報告内容



三和ゼミナールの紹介

明治大学三和ゼミナール（1997〜）
目的：サステナブルファイナンス人材の育成（「愛ある金融」を実践し、社会を変える人材育成）

【教育領域】
・持続可能な金融（ESG・インパクト投資）
・機関投資家とコーポレートガバナンス
・グローバルな社会課題の理解（気候変動・貧困）

【取組の内容】
・①現地研修（例：バリ島 su-re.co）
・②実務家連携セミナー（JSI・FDFS・Woman in ETFs・資産運用会社）
・③統合報告書レビュー（企業様からの正式依頼、2023年から2025年7社）
・④学生主体の取組み：ゼミナール募集時の活動

【成果】
・社会的インパクト
・累計卒業生300名超が金融・企業・行政で活躍
・企業のサステナビリティ開示向上に寄与
・若者のスチュワードシップ意識調査を全国発信



担当教員の紹介：三和裕美子

三和裕美子（みわ・ゆみこ）
1998年 大阪市立大学大学院経営学研究科後期博士課程単位修了 博士（商学）

現 在 明治大学商学部教授 博士（商学）「機関投資家論」担当

ミシガン大学客員研究員（2006年～2008年）

エーザイ株式会社社外取締役（2020年～2025年6月）

ピジョン株式会社社外取締役

オークマ株式会社社外取締役

全国市町村職員共済組合連合会 資金運用委員会委員

地方職員共済組合 年金資産運用検討委員会委員

東京財団政策研究所 資産運用委員会委員

金融庁 NISAに関する有識者会議メンバー

日本経済新聞社主催「第1回～第5回 統合報告書アワード」副審査委員長

日本経済新聞主催「第1回 機関投資家レポートアワード」審査委員長

著 書 『機関投資家の発展とコーポレート・ガバナンス』日本評論社、1998年

Corporate Governance in Japan(共著)シュプリンガー・フェアラーク東京、2006年

『東アジアとアセアン諸国のコーポレート・ガバナンス』（共著）税務経理協会、2016年

『企業の論点』（共編著）旬報社、2021年5月

『資本市場を駆け抜けた女たち』白桃書房、2022年3月

『投資家資本主義の未来』千倉書房、2024年5月

研究分野 商学・経営学：機関投資家とコーポレート・ガバナンス、株主アクティビストによる影響、

ESG投資、戦前期の株式市場の特性

機関投資家論Bにてサステナ
ブルファイナンスを教える。
ゼミとの有機的関連
受講生：2007年より700人を
超える。



取組の概要と成果：

①バリ島研修（2022年）No.1

su-re.co がアプローチする社会課題
1．気候変動
2010年～2039年にはインドネシアの多くの地で降水量が減少しており、インドネシアの総人口の30%に当たる7500万人
の農家に悪影響を及ぼす。
2．農家の貧困
インドネシアの農家の多くは未だに薪からの焚火で生活しているため、煙による健康被害や地球温暖化の深刻化が問
題となる。

「気候変動問題のThink-Tankとして研究を行うのみでな
く、研究結果をもとにDo-Tankとして課題解決のために
実際にビジネスを行い、さらに、これらの活動で得た知
見を共有し、気候変動問題の解決や持続可能な社会の実
現に取り組むコミュニティの創造、すなわちBe-tankと
しての活動へ繋げている」
オックスフォード大学で環境学博士を取得し、国連組織
やJICA、世界最高の環境シンクタンクであるストックホ
ルム環境研究所で活躍してきた 高間剛 氏により立ち上

げあげられた。



取組の概要と成果

①バリ島研修No.２

・現地の小学生たちと川のごみ拾い
・たい肥を利用した再生可能エネルギー、
バイオマスの可能性を探る



取組の概要と成果：
②FDFS（一般社団法人 科学と金融による未来創造イニシアティブ）、JSI（ジャパン・スチュワードシップ・イニシアティ
ブ）、Women in ETFs、野村アセットマネジメントとの共同セミナーに参加・発表（2024年・2025年）



取組の概要と成果：
③統合報告書学生フィードバックサービス

2023年から3年連続で参加：これまでに担当した企業：
レゾナックHD、日本ハム、日本酸素、理研ビタミン、塩野義製薬、小田急電鉄、CACホールディングス



取組の概要と成果
④ゼミナール募集時の学生の活躍

5回のゼミガイダンス実施（全ゼミ最多） 積極的なInstagramでの発信

応募者数：68名 （前年比213％増）
商学専門演習室 第3位 （46室中）



取組の社会的インパクトとその影響範囲 

【教育インパクト：人材輩出】 【企業インパクト：開示・経営】 【社会インパクト：学術・政策】

・累計1,000人以上のサス
テナブル金融人材を輩出

・金融機関・企業・行政機
関などの最前線で活躍

・統合報告書レビューで
企業開示高度化に寄与

・ピジョン社：Z世代の価
値観を経営に反映

・スチュワードシップ意識
調査を全国発信

・若者×機関投資家という
新たな政策論点を提示



社会的インパクト事例①：ピジョン株式会社様社内報

2025年12月号
日本語・英語・中国
後で世界の従業員に
向けて発信



社会的インパクト事例②

JSIホームページより

月刊資本市場（2024年7月号）



国際的優位性



東京都の取組との親和性



ご清聴ありがとうございました。
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